
投稿年月日 平成 30年 7月 4日 投稿者 県内在住 

ご意見・ご提案

内 容 

【野田浜海水浴場、公共施設の整備について】 

長崎新聞によると閉鎖後、施設整備をしてまたオープンするとのこ

とだったが、年間 1800 人程度しか利用客がいないし、合わせて年間

2万人の利用客がいる白浜前浜も近い。 

全国的には海水浴客はピーク時の 2 割程度と言われ海離れが進ん

でいる。 

南島原市の統計は知らないし、素人考えだが利用客の多い施設に集

約充実させたほうが利用客の満足度は上がると思うのだが、今までの

利用統計（観光客ではなく海水浴客）含め、将来性、整備の妥当性、

費用対効果を今後市民に示してほしい。 

使えない海水浴場といえばマリンパークもあるが、これはもう放置

するのか？ 

公共施設は 8町あることもあり、現状は明らかに過大で、今後のし

かかる維持整備に関しては地元の声もわかるが、過疎化と将来人口を

考慮して慎重に整備してほしい。 

回   答 

ご提案について下記のとおり回答いたします。 

【商工観光課】 

野田浜海水浴場は施設老朽化のため閉鎖いたします。 

今後の計画につきましては様々な可能性を考慮した上で、検討を重

ねている段階です。ご提案にもありました他海水浴場へ機能を集約す

ることも選択肢の１つでございます。 

ご指摘にもありましたとおり将来性・妥当性・費用対効果に配慮し、

適正な整備を検討して参りますので、ご理解の程よろしくお願いいた

します。 

【スポーツ振興課】 

マリンパークありえの海水浴場は平成１３年７月に開設しました

が、翌年の海開きの際に、海藻（ハビロ）の浮遊が発生しました。そ

れ以来、専門業者による海藻の除去作業、浮遊防止等あらゆる対策を

講じてきましたが、海藻の胞子が海水中に浮遊しているため、繁殖を

防ぐのは難しいなど、根本的な解決に至っておりません。 

現状では、磯遊び程度は可能ですが、遊泳できる海水浴場としての

開設は難しいと思われます。 

【管財契約課】 

公共施設の整備につきましては、公共施設等総合管理計画を策定

し、現在個別施設計画策定の作業を行っています。その計画の中で南

島原市における施設の適正規模・適正配置を十分精査するようにして

おります。 

担当課 商工観光課、スポーツ振興課、管財契約課 


